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（Quality of Life、以下 QOL）という視点と、夫婦関係の変化内容という２つの視点から把握し、それらの結果を踏
まえて看護ケアの方向性を探ることを目的とした。 
【方法と結果】 
研究Ⅰ. 自然流産を経験した夫婦の WHOQOL-26 スコアの検討 
 本研究は、過去３ケ月から２年以内に妊娠 22 週未満で自然流産を経験した女性とその配偶者で、公募に応じ承諾
が得られた夫婦 22 組を対象として、郵送法により WHOQOL-26 と流産経験についての質問紙調査を実施した。 
 得られた WHOQOL-26 値と文献中の一般健常人とを比較し、以下の結果が得られた。 




身体的領域（男 2.82±0.37、女 2.79±0.46）（男女とも p＜0.05）、および心理的領域（男 3.22±0.42、女 3.05±0.63）
が有意に低い値（女性のみ p＜0.05）であった。社会、環境領域の得点は僅かに高かった。 
 さらに、流産後夫婦の QOL 平均値と夫婦それぞれの流産前後の状況とを併せて分析した。夫婦間の QOL 平均値の
高低と夫婦２者間の差に着目し、夫婦の QOL 平均値が最も高い事例、最も低い事例、２者間の差が最も大きな事例、





研究Ⅱ. 自然流産後の夫婦が感じた関係変化とその要因 －体験者の記述内容分析から－ 
 本研究は、妊娠 22 週未満で自然流産を経験した女性と、女性同様に喪失や悲嘆を経験していると考えられる配偶
者が感じた夫婦関係の変化内容とそれに関わる要因を明らかにするために、本人たちが変化したと感じた夫婦関係に
ついて記述した内容をもとに、質的、記述的研究を行った。 





























 そのために先ず、妊娠 22 週未満で自然流産を経験した女性とその配偶者を対象に、夫婦の関係の QOL の実態を把
握する目的で、WHOQOL-26 を用いて調査を行った。その結果、流産後では夫婦の QOL の低下傾向が示唆されると
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同時に、流産後の QOL の特徴が得られた。 
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